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明るく住みよいまちを目指して自治会に加入しましょう

　越谷市自治会連合会では、毎年、自治会活動と市行政との協調や円滑な連携を図ることを目的として、各
地区の自治会を代表する13地区の支部長が出席し、「市長との懇談会」を実施しています。しかし、今年度は、
令和３年１月７日に発令された新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言等を踏まえ、感染拡大防止の観点か
ら懇談会は行わず、書面での要望・回答のやりとりとすることとしました。
　今年度は、11支部から 19件の要望が提出されました。
　今後も、自治会連合会では、様々な機会をとらえて地区の皆さんの声を市に伝えるとともに、市と協働に
よるまちづくりを進めていきます。

要　望　一　覧

No. 支 部 件　　　　　　名
1 桜 井 災害時における避難所への誘導について
2

新 方
新方川左岸側道　間久里新田橋際の大杉公園通り接続部拡幅について

3 新方川左岸道路冠水時の通学路確保について
4 先年（平成 28年度請願）、古利根川右岸（越谷市側）の堤防の整備と緑道化の促進について
5 増 林 増林地区センター前道路（市道 2180号線）の拡幅延伸について
6 大 袋 西大袋地域拠点施設（区画整理）の早期整備と、既存施設（地区センター）の維持管理について
7

荻 島
越谷市立荻島小学校の授業時間確保のための、学校全面移転の対策について

8 末田大用排水路歩道の整備について
9

出 羽
武蔵野線南越谷駅から東川口駅間の高架化と側道設置について

10 綾瀬川堤防上の舗道整備の促進について
11 蒲 生 蒲生地区（行政区）の瓦曽根地区における公園や施設等の設置について
12

南越谷
南越谷小学校の防球ネット設置について

13 出羽堀沿い道路側植込み撤去等について
14

越ヶ谷
カラスによる収集ごみ散乱被害への対策について

15 市役所・中央市民会館周辺交差点改良及び周辺道路の整備について
16

大 沢
（仮称）越谷市立地域スポーツセンター整備計画について

17 歴史公園の早期竣工について
18

川 柳
川柳地区センター・公民館の建替えについて

19 川柳小学校の通学路について

各地区の課題解決に向けて
市に要望を行いました
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主催：毎日新聞社　令和３年使用交通安全年間スローガン
◆運転者（同乗者を含む）へ呼びかけるもの　「ゆとりある　心と車間の　ディスタンス」

　令和３年１月７日、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、埼玉県を含む１都３県を対象に、緊急事態宣言が行われました。こ
のような中、自治会の担う役割はますます重要となっています。
　自治会は、一定の区域に住む人たちが、住みよい豊かなまちづくりを目指して、地域におけるさまざまな問題の解決に取り組むとと
もに、地域でのふれあいの輪を広げ、人々の連帯意識の向上に努めている自主的な任意の団体です。
　住みよい地域づくりのため、この機会に自治会の良さを見つめ直してみませんか。

　みなさんは新型コロナウイルス感染症予防対策として「新しい生活様式」の実践を心がけていると思いますが、感染を拡大させない
ために、感染症対策の基本となる手洗いや咳エチケットの徹底など、あらためて私達にできる感染症対策の実践を心がけましょう。

　地域の主人公は、そこに暮らしている人々です。
そして、同じ地域に住んでいる人たちが、仲良く
助け合って暮らしていこうとする考え方は、昔も
今も変わっていません。「遠くの親戚より近くの他
人」と言われますがいざというときにはお隣さん
や近所の人たちが、いちばん頼りになるものです。
　また、防災や防犯、ごみ集積所の管理など、地
域生活に密着し個人での解決が困難な課題は、自
治会全体で悩みを共有することで円滑に対処でき
る可能性が高くなります。

　季節を問わず、新型コロナウイルス対策には、こまめな換気が重要です。
　冬の寒さの中、室温が下がりすぎないよう、上手に換気に取り組みましょう。

　くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイルスを含んでいるかもしれませ
ん。次のような咳エチケットを心がけましょう。

　ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れることにより、自分の手
にもウイルスが付着している可能性があります。
　外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗いましょう。

【窓開けのコツ】
●�窓開けを行うと、一時的に室内温度が低くなってしまいます。暖房器具を使用しながら、換
気をしましょう。
●�暖房器具の近くの窓を開けると、入ってくる冷気が暖められるので、室温の低下が防げます。
なお、暖房器具の種類や設置位置の決定に当たっては、カーテン等の燃えやすい物から距離
をあけるなど、火災予防も忘れずに！
●�短時間に窓を全開にするよりも、一方向の窓を少しだけ開けて常時換気を確保する方が室温
変化を抑えられます。この場合も、暖房によって室内・室外の温度差が維持できれば、十分
な換気量を得られます。
●�人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を人のいる部
屋に取り入れることも、室温維持には有効です。

参考イラスト：人がいない部屋の窓を開け、廊下を
経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を人のい
る部屋に取り入れる換気方法（２段階換気）の例

出典：厚生労働省ホームページ

●地域の安全のための防犯活動
防犯パトロール、登下校時の子どもの見守り活動など
●災害につよいまちづくり
自主防災組織をつくり、防災資機材の整備や防災訓練の実施など
●きれいなまちづくり
定期的な清掃活動、資源回収など
●楽しい行事やイベントの開催
スポーツやお祭りなどの地域の交流イベントの開催
●互いに助け合うやさしいまちづくり
敬老会事業などにより地域の高齢者世帯とのふれあいを深めることや共同募金などの社会福祉活動への協力
●地域や市の情報のお知らせ
自治会からのお知らせや市からの情報などを提供

自治会の重要性

換　　　　気

咳エチケット 手洗い

自治会の主な活動

あってよかった！いざというとき頼れる自治会

新型コロナウイルスの感染拡大防止のために

流水でよく手をぬらした後、石けん
をつけ、手のひらをよくこすります。

指の間を洗います。

手の甲をのばすようにこすります。

親指と手のひらをねじり洗いします。

指先・爪の間を念入りにこすり
ます。

手首も忘れずに洗います。
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主催：毎日新聞社　令和３年使用交通安全年間スローガン
◆歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの　「ママなんで？　赤は止まると　習ったよ」

宮
本
町
四
丁
目
自
治
会

�

会
長
　
岩
間
　
一
男

　
当
自
治
会
は
会
員
相
互
の
地
域
を
創

る
た
め
、
年
度
の
行
事
計
画
を
立
案
し

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
全
て
の
行

事
が
中
止
ま
た
は
縮
小
さ
れ
、
例
年
で

す
と「
ラ
ジ
オ
体
操
」、「
餅
つ
き
大
会
」、

「
地
区
体
育
祭
参
加
」、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
」
等
の
行
事
を
実
施
し
て
ま
す
。
以

前
住
民
の
方
か
ら
広
場
が
狭
く
て
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
に
く
い
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
自
治
会
館
前

の
川
に
蓋
掛
し
広
場
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。餅
つ
き
大
会
や
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
栽
培
等
ま
た
は
老
人
の
寛
ぐ
場

所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

で
は
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
度
に
参
加

者
が
増
え
、
特
に
若
い
世
代
の
方
が
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
特
に
若
い
方
の
自
治
会
離
れ
を

防
ぐ
た
め
、
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て

も
ら
う
切
っ
掛
け
と
し
て
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
に
子
ど
も
達
も
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
加
入
率
は
95
％
位
で
す
が
、

今
年
度
か
ら
自
治
会
の
活
動
内
容
を
会

員
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、「
宮
四
自
治
会
だ
よ
り
」
を

発
刊
し
全
世
帯
に
配
布
し
近
隣
の
共
助

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り

一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

高
齢
化
社
会
及
び
防
災
関
係
の
問
題

等
、
難
し
い
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
現
況
の
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日

も
早
く
終
息
す
る
事
を
願
い
つ
つ
、
安

心
で
安
全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
世
代

間
交
流
活
動
を
通
し
地
域
の
発
展
の
た

め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
七
丁
目
24
西
自
治
会

�

会
長
　
榊
原
　
久
隆

　
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
七
丁
目
24
西
自
治
会

は
、
２
０
１
８
年
に
設
立
し
、
現
在
３

期
目
の
比
較
的
新
し
い
自
治
会
で
す
。

川
柳
地
区
の
東
端
に
位
置
し
て
お
り
、

１
１
６
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

30
代
、
40
代
が
構
成
の
主
体
で
、
比
較

的
年
齢
層
が
若
め
の
自
治
会
と
な
り
ま

す
。
新
興
住
宅
地
で
家
も
景
観
条
例
に

則
り
一
定
ル
ー
ル
で
建
て
ら
れ
て
い
る

た
め
、
地
域
と
し
て
も
一
体
感
を
持
て

て
い
ま
す
。子
育
て
世
代
が
多
い
の
で
、

賑
や
か
な
一
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
色
々
な
活
動
を
自
粛
し
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
度
実
績
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

■
防
犯
教
室

　
総
会
を
行
っ
た
あ
と
、
参
加
者
の
方

に
対
し
て
、
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

に
依
頼
し
て
出
張
防
犯
教
室
を
開
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
区
の
犯
罪
発
生

状
況
に
つ
い
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

■
町
内
一
斉
清
掃

　
町
内
や
集
会
所
の
大
掃
除
を
自
治
会

員
で
行
い
ま
し
た
。

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
総
勢
80
名
近
く
集
ま
り
、
仮
装
を
し

た
子
ど
も
達
が
、
賑
や
か
に
協
賛
家
庭

を
巡
り
ま
し
た
。

■
防
災
教
室

　
蒲
生
分
署
の
消
防
士
を
招
聘
し
、
通

報
、
避
難
、
初
期
消
火
、
救
急
手
当
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

■
町
内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

出
店
家
庭
を
募
り
、
集
会
所
に
て
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
10
月
現
在
イ
ベ
ン
ト
は
開
催

で
き
て
い
な
い
で
す
が
、
役
員
会
を

ウ
ェ
ブ
会
議
開
催
と
し
た
り
、
自
治
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
自
治
会

員
へ
の
周
知
等
で
役
立
て
た
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
様
々
な
対
策
を
し
て

い
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
交
流
が
自
然
に
出
来
る

よ
う
に
、
自
治
会
活
動
を
通
し
て
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
共
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
泊
南
自
治
会

�

会
長
　
門
田
　
芳
司

　
私
達
、
大
泊
南
自
治
会
は
県
立
越
谷

北
高
校
の
西
側
、
そ
し
て
新
方
川
を
挟

ん
で
児
童
館
コ
ス
モ
ス
を
望
む
位
置
に

あ
り
、
世
帯
数
３
２
０
を
数
え
る
中
規

模
の
自
治
会
で
す
。
設
立
が
昭
和
49
年

（
１
９
７
４
年
）
で
す
か
ら
、
も
う
す

ぐ
50
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
歴
史

を
重
ね
て
き
た
自
治
会
で
す
。

　
年
間
の
事
業
と
し
て
、
日
帰
り
親
睦

バ
ス
旅
行
、
納
涼
夏
祭
り
大
会
、
自
治

会
単
独
の
防
災
訓
練
、
餅
つ
き
大
会
、

年
末
に
は
地
区
毎
に
回
り
番
で
地
域
内

を
循
環
す
る
夜
警
（
火
の
用
心
）
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
は
毎
月

第
２
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
資
源
回

収
作
業
、
隔
月
に
行
っ
て
い
る
地
域
全

域
の
清
掃
活
動
な
ど
で
す
。
ま
た
、
新

入
学
（
小
学
１
年
生
）
世
帯
に
は
入
学

祝
を
、
高
齢
者
（
70
歳
か
ら
５
歳
毎
、

90
歳
以
上
は
毎
年
）
に
は
敬
老
の
日
に

お
祝
い
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
の
基
本
は

�
共
助
の
促
進

安
心
安
全
の

�

ま
ち
づ
く
り

住
み
よ
い
地
域
作
り

活
紹
動

介



こしがや自治連だより第７０号 （4）

こ
し
が
や
自
治
連
だ
よ
り

事
務
局
　
越
谷
市
越
ヶ
谷
四
｜
二
｜
一

発
行
人
　
越
谷
市
自
治
会
連
合
会

（

令
和
３
年
２
月
１
日
発
行

◆『架空請求』や『振り込め詐欺』が多く発生しています◆
不安を感じた場合は、すぐに警察署・消費生活センターなどに相談してください。

越
谷
市
役
所
市
民
活
動
支
援
課
内

会
長
　
石
㟢
　
一
宏
）

コロナ禍における自治会活動の紹介 コロナ禍において、各自治会が工夫して実施している
自治会活動を紹介します。ぜひ参考にしてください。

●役員会は、自治会内の広場を利用して露天会議を実施　　●定期総会を書面表決により実施
●定例会を 1日 3回に分散して実施　　●集まらないイベントとしてイルミネーションを企画
●回覧板を廃止し掲示場所での報告。保存が必要だと思われる情報は個々に投函
●多人数での集会が行えないため、目安箱を設置し、自治会員の意見・提案を管理
●イベントが中止になったため消毒液やマスク、レトルト食品を購入し各戸へ配布
●役員間の指示、連絡、報告は携帯メールで行う　　●Zoomによるオンライン役員会の実施
●自治会ホームページに情報を掲載し、定例会議に出席していない会員にも情報を周知
●役員会の内容をメールで送信し意見を伺い、会議は三役のみで実施。決定事項はメールで全戸送信
●マンション管理組合と連携し、Webツールを利用して打ち合わせ資料をクラウドで管理・閲覧
●ホームページに自治会活動情報等を掲載。活動等への会員からの問い合わせメールにはメールで回答

自治会連合会先進地視察研修及び自治会シンポジウムは中止に
　例年、１月に実施している自治会連合会先進地視察研修と２月に実施している自治会シンポジウムは、新型コ
ロナウイルス感染症予防の観点から、今年度は中止としました。

　
当
自
治
会
は
、
災
害
発
生
に
備
え
て

通
常
組
織
の
他
に
災
害
対
策
本
部
を
組

織
し
て
い
ま
す
。
過
去
、
２
０
１
５
年

台
風
18
号
の
大
雨
に
よ
る
水
害
、
昨
年

の
台
風
19
号
の
強
風
時
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
被
害
状
況
の
確
認
や
災

害
に
対
す
る
備
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
織
内
に
は
、
連
絡
班
、
避
難
誘
導
班

な
ど
７
つ
の
班
を
設
け
て
お
り
、
昨
年

の
防
災
訓
練
で
は
大
地
震
の
発
生
を
想

定
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
班
毎
に
役
割
を

持
っ
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。写
真
は
、

救
護
活
動
の
訓
練
風
景
で
す
。
防
災
用

品
も
備
蓄
し
て
お
り
、
年
度
予
算
に
組

み
入
れ
て
年
々
増
強
し
て
い
ま
す
。

　
当
自
治
会
も
少
子
高
齢
化
の
波
に
揉

ま
れ
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
、
一
時
的

に
加
入
世
帯
が
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
千
間
台
ハ
イ
ツ
跡
の
一
戸
建
て
住

宅
に
若
い
世
代
が
移
り
住
ん
で
自
治
会

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
今
は
一
緒
に

自
治
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
世
代

間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ
く
年
間
の

事
業
や
日
常
活
動
を
通
じ
て
融
合
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
住
み
よ
い
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

赤
山
町
三
丁
目
自
治
会

�

会
長
　
及
川
　
正
巳

　
赤
山
町
三
丁
目
自
治
会
は
、
昭
和
52

年
に
発
足
し
現
在
で
は
、
加
入
世
帯
が

１
３
３
０
世
帯
を
有
す
る
大
き
な
自
治

会
と
な
り
ま
し
た
。｢

子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
帯
の
明
る
い
交

流｣

を
テ
ー
マ
に
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
達
の
活
動
に
は

力
を
入
れ
て
お
り
、
夏
祭
り
の
子
ど
も

御
輿
、
山
車
の
町
内
練
り
歩
き
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
、交
友
倶
楽
部（
老

人
会
）
と
の
公
園
花
植
え
、
伝
承
遊
び

な
ど
で
す
。

　
他
に
も
自
治
会
行
事
と
し
て
、
資
源

回
収
、
ア
ル
ミ
缶
、
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
会
員
間
で
明
る
く
挨
拶
の
で
き
る
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
で
行
っ
て
い
る
災
害

対
策
で
は
、①
自
主
防
災
組
織
の
設
置
、

②
自
治
会
内
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
年

１
回
自
治
会
防
災
訓
練
、
③
防
災
資
材

や
備
品
等
の
見
直
し
及
び
補
充
、
④
自

治
会
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全

世
帯
に
配
布
、
⑤
班
長
会
議
等
で
の
会

員
へ
の
防
災
情
報
や
状
況
の
提
供
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
多
く

の
住
民
の
方
々
の
積
極
的
参
加
・
協
力

に
よ
り
住
み
よ
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

躍
進
す
る
自
治
会
を

�

目
指
し
て


